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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式を有する化合物Ｉ： 
【化１】

（ここで、化合物Ｉの一部分は、多形形態Ａとして存在する。）の調製方法であって、以
下からなる群から選択される溶媒系から化合物Ｉを結晶化することを含む方法：（ｉ）ア
セトン、（ｉｉ）アセトニトリル、（ｉｉｉ）ジクロロメタン、（ｉｖ）１，４－ジオキ
サン、（ｖ）ジメチルホルムアミド、（ｖｉ）メタノール、（ｖｉｉ）酢酸エチル、（ｖ
ｉｉｉ）ジエチルエーテル、（ｉｘ）ヘキサン；（ｘ）メタノール、（ｘｉ）イソプロパ
ノール、（ｘｉｉ）テトラヒドロフラン、（ｘｉｉｉ）トルエン、（ｘｉｖ）トリフルオ
ロエタノール、（ｘｖ）水、（ｘｖｉ）アセトニトリル：水（８５：１５）、（ｘｖｉｉ
）エタノール：水（９５：５）、（ｘｖｉｉｉ）イソプロパノール：水（８８：１２）、
及び（ｘｉｘ）テトラヒドロフラン：水（９：１）。
【請求項２】
　以下の式を有する化合物Ｉ：

【化２】

（ここで、化合物Ｉの一部分は、多形形態Ａとして存在する。）の調製方法であって、溶
媒中に溶解した化合物Ｉに、混和性貧溶媒を添加することを含む方法（ここで溶媒／貧溶
媒は、（ｉ）ジメチルホルムアミド／アセトニトリル、（ｉｉ）ジメチルホルムアミド／
トルエン、（ｉｉｉ）ジメチルホルムアミド／酢酸エチル、（ｉｖ）ジメチルホルムアミ
ド／イソプロパノール、（ｖ）メタノール／アセトニトリル、（ｖ）メタノール／ジクロ
ロメタン、（ｖｉ）トリフルオロエタノール／イソプロパノール、（ｖｉｉ）トリフルオ
ロエタノール／アセトニトリル、（ｖｉｉｉ）トリフルオロエタノール／酢酸エチル、（
ｉｘ）水／アセトニトリル、及び（ｘ）水／テトラヒドロフランからなる群から選択され
る）。
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